
LBS-W0001-005 
バイオサイエンス事業部代表：03-6264-0660　http://www.lonza.co.jp/bioscience
デモ・見積もり依頼：03-6264-0660　技術サポート：03-6264-0660　受注・在庫照会：03-6264-0620

初
代
細
胞
培
養
・
培
地

技術情報

ロンザジャパン株式会社

初代細胞、培地

細胞
荷物を受け取ったら速やかにドライア
イス中の凍結細胞を取り出し、直ぐに
液体窒素の中に入れます。パッケージ
内にドライアイスが残っていない場
合、細胞を直ぐに培養容器に移し、
ロンザの技術サポートに連絡してくだ 
さい。

培地
Clonetics™細胞培養培地は、4℃で冷蔵
してください。培地を使用する際は、
無菌条件下で必要な量だけ取り出し、
残りは冷蔵庫に戻してください。使用
前には培地を必ず室温に戻すようにし
てください。

添加因子と試薬
3日以内に継代培養を行う予定がある場
合は、すべての増殖添加因子、HEPES
緩衝液およびトリプシン中和液を4℃で
保管してください。トリプシン/EDTA溶
液は4℃で長期保存できません。
製品到着時にトリプシン/EDTAがすで
に融解している場合、直ぐに分注し
て-20℃で再凍結してください。トリプ
シン/EDTAが凍結したままの場合は、-
20℃で保管してください。細胞培養
を3日以内に開始する予定がない場合
は、すべての増殖添加因子と継代培養
用試薬を-20℃の冷凍庫で保管してくだ 
さい。

開梱と細胞の保存

培地の準備

細胞の準備

BPEもしくはBBEを加えるSingleQuots™キットを加える

メンテナンス: 40時間ごとに 
培地を交換 (必要に応じて増量)

60 – 90%コンフルエントに 
なったら継代培養

細胞の収量と生存率を評価 
 (必要に応じて最適化)

メンテナンス: 24時間後に 
培地を交換

インキュベートおよび培養の
再チェック

必要なフラスコ/培養器/ 
ディッシュの数を計算

水槽で細胞を解凍

凍結バイアル中で細胞を 
再懸濁

フラスコに同量の細胞を分注

培地を培養容器に加え、 
30分以上インキュベート

3 – 4時間インキュベート

培地を入れ替えて 
インキュベート

増殖培養細胞 凍結保存された細胞

BulletKit™ 添加物入り培地
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* 例外： NHEM, ラット・マウス神経細胞, ラット心筋細胞, h NHEPS™,  
   sm NHEPS™, rt NHEPS™, bMVEC-B


